


長崎市入札監視委員会の審議経過及び結果 

 

１ 概 要 

建設工事の入札及び契約のより一層の透明性の確保並びに公正な競争の促進を

図る目的のもとに、次のとおり本委員会を４回開催し、令和６年に長崎市が発注し

た入札・契約手続きの適正性の審議等を行った。 

〔開催状況〕 

委員会 開 催 日 時  間 内 容 

第1回 令和6年 5月31日（金） 10：00～12：00 

市道虹が丘町西町1号

線仮橋設置工事等の

工事現場視察ほか 

第2回 令和6年 7月30日（火） 13：30～15：30  

抽出事案等の審議 第3回 令和6年11月12日（火） 9：30～11：30 

第4回 令和7年 2月12日（水） 10：00～12：00 

 

２ 審議内容 

⑴ 抽出事案 

建設工事の抽出事案の審議対象は、長崎市が令和6年中に発注した1件の予定価

格が130万円を超える建設工事であり、その内訳は、次の「令和6年発注工事内訳」

のとおりである。 

〔令和６年発注工事内訳（審議対象工事内訳）〕 

区   分 発注総件数 審議対象件数 

①  制限付一般競争入札 ４０６件 １３件 

②  随意契約 ２６件  ２件 

合  計 ４３２件 １５件 

 

 

 



発注工事４３２件から各委員において抽出を行い、１５件を審議対象工事とし

て審議を行った。 

委員会の審議においては、長崎市が発注した建設工事に係る入札・契約手続き

の全般的な運用状況について報告を受けるとともに、抽出した審議事案ごとに

「抽出事案説明書」、「入札・見積執行書」、「関係図面」等の関係資料に基づき、

財務部及び各発注部局から入札参加資格の設定方法や理由及び入札・契約の経緯

等の説明を受け、質疑を行った。 

各回で抽出された事案件数は以下のとおりである。 

〔抽出事案件数〕 

第1回 － 

第2回 籠町内径300粍汚水管布設工事【余任】 ほか５件 

第3回 端島炭坑跡護岸施設補強工事（その３） ほか４件 

第4回 出島和蘭商館跡内建造物等改修工事（令和６年度工事） ほか３件 

 

 

⑵ 指名停止状況の報告 

長崎市発注工事での工事関係者事故などによって指名停止となった案件の報

告を受け、制度に沿った措置が行われたか確認した。  

〔指名停止措置状況〕 

委員会 報告対象期間 件数 業者数 

第1回 － － － 

第2回 令和 6年 1月 1日～ 6月30日 １件 １者 

第3回 令和 6年 7月 1日～10月31日 １件 １者 

第4回 令和 6年11月 1日～12月31日 － － 

合  計 ２件 ２者 

 

 



３ 審議結果と提言 

令和６年中に発注された建設工事のうち、当委員会が抽出した事案に関し、一般

競争入札参加資格の設定の経緯、随意契約とした経過及び相手方を選定した理由並

びに入札又は見積の経緯等について審議を行った結果、同年中の入札・契約手続き

について、不適切な点等は認められなかった。 

審議の中における特記すべき意見は次のとおりである。 

（１） 工事の施工時期の平準化は、適正な入札参加者の確保による競争性の確保

や不調の防止のほか建設労働者の週休二日等の建設業の働き方改革にも寄与

するものである。 

長崎市においては、この平準化に取り組み、少しずつではあるが進んできて

いることは一定評価する。今後も引き続き平準化に努め、年間を通じて多くの

事業者の入札参加につなげて欲しい。 

（２） 入札の辞退については、入札書提出期限までに辞退届を提出することとな

っているが、辞退届を提出しない事業者が散見され、結果、入札不調となった

案件等があった。このような不調は、開札まで再公告の手続きができず、事業

の遅延を招くものである。 

この状況に対し、ホームページでの注意喚起のほか協会や組合等の業界団体

への周知依頼等の結果、改善はなされてきており一定評価するが、引き続きモ

ニタリングを行い、個別の指導等を含め必要な対応をお願いしたい。 

（３） 入札の不調や不落は、市民生活に必要な社会資本の整備の遅延のほか職員

の事務の増加を招くが、長崎市においては対策として、これまで入札参加条件

の緩和等を行ってきており、一定の実績が示されている。 

今後も入札参加者がいなかった場合の事業者へのヒアリング等の対応のほ

か、入札時に提出する内訳書の不備により事業者が失格となる案件も見受けら

れたため、事業者への注意喚起を行っていくなど、個別具体的な入札不調・不

落対策に努めて欲しい。 

（４） 最低制限価格の範囲内（予定価格の91％から93％）に複数の入札があるも

のの、ランダム係数による最低制限価格率の抽選の結果、予定価格近くで落札

される案件が散見された。 

最低制限価格の範囲内に複数の入札があった場合のランダム係数の算出方

法や最低制限価格率のあり方について研究して欲しい。 
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